
 

２
０
２
６
春
闘
は
、
「
人
員

確
保
」
と
「
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
」
を
大
き
な
柱
と
し
て

取
り
組
む
方
針
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

講
演
１
で
は
、
森
下
自
治
労

総
合
政
治
政
策
局
長
か
ら
「
地

方
交
付
税
か
ら
考
え
る
自
治
体

財
政
と
労
使
交
渉
」
を
、
講
演

２
で
は
青
木
自
治
労
共
済
推
進

本
部
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
基
調
報
告
で
は
、
自

治
体
現
場
で
深
刻
化
す
る
人
員

不
足
の
実
態
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
加

す
る
一
方
、
職
員
数
は
追
い
つ

か
ず
、
長
時
間
労
働
や
退
職
の

増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。
医

療
・
福
祉
・
保
育
・
交
通
な
ど

専
門
職
の
確
保
も
難
し
く
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
そ
の
も
の

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

春
闘
で
は
ま
ず
、
４
月
時
点

の
人
員
配
置
を
点
検
し
、
不
足

実
態
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
６
月
の
人
員
確
保
闘
争
へ

と
つ
な
げ
る
年
間
サ
イ
ク
ル
を

確
立
し
ま
す
。
同
時
に
、
賃
金

の
運
用
改
善
や
地
域
手
当
の
見

直
し
、
中
途
採
用
者
の
処
遇
改

善
な
ど
、
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
も
重
要
課
題
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
春
闘
は
賃
上

げ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

時
間
労
働
の
是
正
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
推
進
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
な
ど
、
職
場
全
体

の
環
境
を
改
善
す
る
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。
討
論
で
は
、

「
職
場
実
態
を
も
と
に
し
た
要

求
づ
く
り
」
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
３
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
単
組
か
ら
の
取
り
組

み
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
全
体

で
春
闘
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
、
集
会
を
終

了
し
ま
し
た
。 
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２
０
２
６
年
２
月
14
日
10
時
よ
り
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会

館
に
お
い
て
、
自
治
労
兵
庫
県
本
部
に
よ
る
２
０
２
６
春

闘
討
論
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
深
刻
化
す
る
人
員
不
足
と
物
価
高
の
も
と
、
今
年
の
春

闘
は
「
人
員
確
保
」
と
「
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く

り
」
を
柱
に
た
た
か
う
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
す
。 
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 じちろう共済の原点は、18世紀後半から19世紀にかけての産業

革命期にあります。当時のイギリスでは、急速な工業化のもとで

労働者が都市部に集中し、長時間労働と低賃金、劣悪な生活環境

が広がっていました。病気やけがで働けなくなれば収入は途絶

え、家族の生活は直ちに困窮する状況に置かれていました。公的

な社会保障制度は未整備であり、労働者には「自らの生活を守る

手段」がほとんど存在していませんでした。 

 こうした状況の中で生まれたのが、労働者どうしが少額の掛金

を出し合い、仲間の病気や失業時に支え合う「共済」の仕組みで

す。仕事終わりに集まり、生活の実態を共有しながら、互いに助

け合う制度を自らの手でつくりあげました。この取り組みは単な

る経済的支援にとどまらず、労働組合運動の基盤ともなりまし

た。 

 じちろう共済は、この「仲間から無保障者を出さない」という

理念を受け継いでいます。非営利の原則のもと、組合員とその家

族の安心と安定を支える仕組みとして運営されています。共済は

単なる保険制度ではなく、労働組合の原点である助け合いの具体

化であり、組織の結束を強める運動そのものです。 

 組合員一人ひとりの安心が、組織の力となり、よりよい職場と

社会づくりにつながっていきます。 

主催者挨拶をする尾西執行委員長 



新
年
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
再
建
80
周
年
バ
ー
ジ
ョ

ン
）
応
募
結
果
（
敬
称
略
） 

 

全
体
で
５
３
９
名
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。 

【
特
等 

１
名
】 

片
鍋
太
輔 

 

高
速
技
術 

 

【
１
等 

２
名
】 

熊
本
哲
也 

 

石
屋
川 

滝
本
琉
汰 

 

高
速
駅
務 

 

【
２
等 

３
名
】 

 
 

石
原
寛
也 

 

高
速
乗
務 

市
原
篤
史 

 

中
央
（
垂
水
） 

安
元
一
成 

 

中
央 

 

【
３
等 

４
名
】 

 
 

左
川
弘
幸 

 

高
速
技
術 

平
岩
佑
太 

 

車
両 

前
田
修 

 
 

中
央 

森
川
克
洋 

 

高
速
技
術 

 

【
４
等 

16
名
】 

 
 

柴
山
雅
弘 

 

本
局 

溝
口
照
章 

 

高
速
技
術 

田
宮
真
児 

 

高
速
駅
務 

小
西
伸
一 

 
中
央 

落
合
孝
保 

 
中
央 

佐
野
博
昭 

 

高
速
技
術 

安
川
孝
幸 

 

高
速
乗
務 

髙
石
大
輔 

 

中
央 

石
田
克
樹 

 

高
速
駅
務 

山
下
大
輔 

 

石
屋
川 

五
百
蔵
誠 

 

石
屋
川 

岡
山
達
人 

 

高
速
技
術 

辻
井
宏
征 

 

車
両 

安
元
千
翔 

 

高
速
乗
務 

岩
本
浩
幸 

 

中
央 

澤
田
優
樹 

 

石
屋
川 

 

【
５
等
の
１ 

28
名
】 

山
本
悟 

 
 

高
速
駅
務 

藤
増
薫 
 
 

高
速
駅
務 

南
英
樹 

 
 

高
速
乗
務 

仲
江
巌 

 
 

高
速
乗
務 

増
谷
有
造 

 

高
速
技
術 

鹿
井
章
吾 

 

高
速
技
術 

山
本
マ
リ
オ 

中
央 

太
田
博
明 

 

高
速
駅
務 

泊
清
信 

 
 

石
屋
川 

加
藤
秀
幸 

 

中
央 

田
部
大 

 
 

高
速
乗
務 

林
野
直
文 

 

中
央 

安
藤
公
夫 

 

中
央 

平
尾
岳
洋 

 

高
速
駅
務 

平
野
義
光 

 

高
速
乗
務 

宮
崎
誠 

 
 

高
速
乗
務 

笹
和
克 

 
 

高
速
技
術 

池
水
利
尚 

 

中
央 

山
本
好
美 

 

高
速
乗
務 

水
口
朝
文 

 

車
両 

宅
見
直
人 

 

中
央 

森
本
大
樹 

 

中
央 

寺
田
沙
輝 
 

高
速
駅
務 

中
山
皓
太 

 

本
局 

加
藤
裕
二 

 

中
央 

中
濱
優 

 
 

高
速
技
術 

鈴
木
豊
和 

 

中
央 

山
根
邦
義 

 

中
央 

 

 

【
５
等
の
２ 

60
名
】 

武
田
朗 

 
 

高
速
駅
務 

田
井
地
勉 

 

高
速
乗
務 

岡
本
重
夫 

 

石
屋
川 

溝
口
光
蔵 

 

高
速
乗
務 

加
藤
隆
司 

 

高
速
乗
務 

神
田
勇
輝 

 

車
両 

馬
場
園
歩 

 

高
速
乗
務 

新
里
亮
輔 

 

高
速
技
術 

北
城
戸
一
輝 

高
速
技
術 

北
城
戸
憲
男 

車
両 

香
西
崚
平 

 

高
速
技
術 

濵
田
和
弥 

 

高
速
技
術 

富
田
泰
弘 

 

高
速
駅
務 

天
河
邦
夫 

 

高
速
駅
務 

大
原
豊
美 

 
高
速
駅
務 

武
田
喜
巳 

 

中
央 

佐
藤
清
孝 

 

高
速
乗
務 

伊
藤
敦
志 

 

高
速
乗
務 

中
村
佳
弘 

 

高
速
乗
務 

大
塚
由
加
子 

高
速
乗
務 

藤
野
司 

 
 

石
屋
川 

片
瀬
良 

 
 

車
両 

阿
部
聡 

 
 

中
央 

笹
洋
介 

 
 

石
屋
川 

渡
邊
誠
美 

 

高
速
駅
務 

山
根
政
志 

 

中
央 

藤
本
真
一 

 

高
速
乗
務 

川
﨑
直
彦 

 

本
局 

岡
本
英
憲 

 

本
局 

末
永
元
気 

 

高
速
乗
務 

前
田
康
治 

 

高
速
乗
務 

橋
本
築 

 
 

高
速
乗
務 

太
田
時
矢 

 

高
速
駅
務 

赤
井
正
博 

 

車
両 

山
本
成
哉 

 

高
速
技
術 

山
根
拓
也 

 

高
速
技
術 

大
塚
博
之 

 

高
速
駅
務 

信
政
一
清 

 

高
速
駅
務 

大
堂
馨 

 
 

高
速
技
術 

安
東
正
樹 

 

高
速
乗
務 

北
野
正
昭 

 

石
屋
川 

片
山
保
一 

 

石
屋
川 

黒
地
保
孝 

 

中
央 

岡
崎
大
介 

 

高
速
駅
務 

中
川
裕
矢 

 

高
速
乗
務 

青
木
伸
孔 

 

高
速
乗
務 

金
増
大
庫 

 

石
屋
川 

島
本
英
昨 

 

石
屋
川 

谷
上
勉 

 
 

高
速
駅
務 

阿
部
一
郎 

 

高
速
乗
務 

村
本
浩
一 

 

高
速
乗
務 

池
上
達
晃 

 

高
速
乗
務 

辻
郷
妙
志 

 

中
央 

向
山
正
和 

 

石
屋
川 

松
野
優 

 
 

高
速
乗
務 

 

下
林
裕
登 

 

高
速
駅
務 

高
山
鉄
平 

 

高
速
技
術 

安
田
栄
作 

 

石
屋
川 

北
國
春
樹 

 

車
両 

田
尻
光 

 
 

高
速
技
術 
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 組合員資格を取得及び喪失を確認された

方々について、神戸交通労働組合規約施行

規則第10条(加入)、並びに第11条(脱退)に

基づき公示します。（敬称略） 

加入 

乗合自動車運転士   島橋  寛  

乗合自動車運転士   水上 義彦  

脱退 

本局支部       南方 雄之介  

高速乗務支部     川村 冬馬 

特等の賞品を受け取る片鍋太輔氏（写真左） 

≪お詫び≫ 

機 関 紙「神 交」第
525 号 に 記 載 し た
「組合員資格の公
示」において、『脱
退』に「本 局 支 部 
梶原 拓徒」と誤っ
た記事が掲載されま
した。お詫びと訂正
をいたします。 


